大阪府都市基盤施設維持管理技術審議会

平成３０年度第３回審議会　議事録（案）

日　時：平成３１年３月２８日（木）１６：００～１７：１５
場　所：大阪府庁　本館5階　正庁の間
出席委員：岸田教授（会長）、小山准教授、古川准教授
（事務局）野口事業管理室副理事ほか
議事次第：　あいさつ 
１．　異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直しについて

　２． 今後のスケジュールについて 
【あいさつ】　
・野口事業管理室副理事より開会の挨拶
・委員の紹介に続き、委員３名の出席があり、過半数を満たしていることから本会が成立していることを確認
・岸田会長から挨拶があり、会議の公開を決定
【議事１．異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直しについて】

・資料４により事務局から説明があった。これに対して、次のような意見や質疑応答があった。
・（小山委員）通行規制の開始基準に土壌雨量指数を追加するとのことであるが、解除についても連続雨量と土壌雨量指数のうち長い方で解除するということか。
　→（事務局）現在の事前通行規制区間の規制解除の条件は、土砂災害警戒情報の紫色（非常に危険）が赤色（警戒）に落ちることと、降雨停止が３時間続き、その後の３時間予測も降雨停止が続くこと、パトロールを行い土砂災害等の危険性がないことを確認するという、３つの条件で行っている。既に解除は、土砂災害警戒情報の基準を適用している。
・（小山委員）新たに区間を設定する場合、区間の長さはどのように決めるのか。
→（事務局）　抽出基準については、地形と危険性で評価している。地形については傾斜角３０度以上と高さ５メートル以上の箇所で、危険性については５年に一度の防災点検の結果、要対策となっている箇所としている。その２つの基準が合致した箇所を抽出することとしている。箇所抽出後、実際に規制を行う場合に、どこでＵターン等の誘導を行うかを考えながら区間の起終点の設定を行い規制区間の範囲を決定することとしている。
・（古川委員）連続雨量指数は地域毎に閾値を設定しているが、土壌雨量指数は地域特性を考慮する予定はあるのか。
　→（事務局）土壌雨量指数については、１キロメッシュごとに黄色（注意）、赤（警戒）、紫（非常に危険）とクリティカルラインが設定されている。
・（小山委員）降雨時に災害が発生したか否かという情報を１キロ×１キロの中で反映しているので、地域毎の特性は入っているという考え方になっていると思う。
　→（事務局）各メッシュのクリティカルラインについては、災害の発生状況に応じて検証を行い、必要に応じて見直しを行うことで精度が高まるものと考えている。
・（小山委員）新たに規制区間を設定することにより、迂回路が全くなくなり、生活する上で困るというような状況になるかは把握しているのか。
　→（事務局）避難する方や救助にくる方もおられるため、実際に通行止め規制を行うことは生活に多大な影響を及ぼすことになるが、一方で、道路管理者の責任において、危険箇所の道路利用を制限する必要があると考えている。完全に孤立する集落が発生する懸念がある箇所については、市町村の防災部門と連携し、通行規制の見込みをお伝えした上で避難勧告を早めに出していただき、規制開始前に避難場所に避難していただくといった対策を検討している。
・（古川委員）箇所数が増えるが、規制の方法は具体的にどのように検討されているのか。
　→（事務局）現時点では可能な限り、職員などにより交通誘導員を配置して規制を行っているが、人員の制約や暴風の中での規制は職員等の安全に課題もある。そのため、機械式の遮断器を使う等、無人化による規制を新年度から実施していきたいと考えている。

・（岸田会長）今回の指定区間が増えることで、要対策箇所の対策を終わるのはだいぶ先になるが、維持管理の方針等を変えていくことになるのか。
　→（事務局）要対策箇所はまだ多くあるが、平成36年度には現在の要対策箇所の対策を完了させたいと考えており、今回新たに規制する区間も含め区間解除に向け、しっかりと対策に取り組んでいきたいと考えている。
・（小山委員）安定度調査票の中に勾配と高さの条件を満たす箇所でも、要対策箇所ではないが、経過観察でカルテ対応なっているところは多くあるのか。また、カルテデータは蓄積されているのか。
　→（事務局）勾配と高さの条件を満たす箇所にカルテ対応となっている箇所はある。また、カルテデータは平成22年、平成27年のデータをデータベースシステムに蓄積し、それ以前のデータは各事務所で保管している。
・（古川委員）平成30年の７月豪雨等の直近の災害に対して、連続雨量と土壌雨量指数の両方の指標で規制するという、今回提案される方法を導入していれば、過去に被害が生じている箇所をどれぐらい規制できるかは検討しているのか。
　→（事務局）災害発生箇所のうち、事前通行規制区間で発生した災害の割合は約３割になっている。事前通行規制延長を増やすことで災害箇所をカバーできる可能性は高くなると考える。
・（古川委員）後になって規制すべきだったと思われるエリアを、今回の検討により土壌雨量指数を追加することで防げたケースというのはあるのか。
　→（事務局）連続雨量の基準値が比較的高いところ、また時間雨量が多い場合は、土壌雨量指数が先に基準値に到達していた箇所もあるが、現状としては連続雨量基準の方が早く規制基準に達する状況。土壌雨量指数は、大雨と降雨停止を繰り返す長時間にわたる降雨の場合に土砂災害の危険性を把握する指標としての効果を発揮するものと考えている。
・（岸田会長）前回の審議で決定した３０度以上、高さ５メートル以上という地形の条件と要対策箇所による危険性の評価にという新たな指定条件で抽出された規制区間について、本日説明があった。今回の設定により、現規制区間と合わせて要対策箇所が約７割拾われ、安全度向上にも繋がると評価できると思う。また、新たな区間の規制基準雨量については、地域の降雨特性を分析した上で現規制区間の各地域の最大値を採用する方法を検討したが、妥当であると考える。また、多くの区間を規制するので、利用者が避難できなくなり、孤立することの懸念については、ソフト面でカバーするなり、迂回路も含めて区間を決定していくことになるかと思う。さらに、地域特性や土壌雨量、土壌水分に関しては、引き続き情報収集し、研究しながら進めていくというようなことかと思う。
【議事２．今後のスケジュールについて】
・事務局より今後のスケジュールについて説明があった。
【閉会】
－

